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全国作況101、来年6月末 190万トン水準 

在庫縮減、需給均衡へ 

 

本紙グループの(株)米穀データバンクは 7 日、7 月末現在でみた令和 5 年産主食用米等の収穫予

測を発表した（概要は本紙既報）。全国の作柄は作況指数 101 の「平年並み」（10 ㌃収量 541

㌔）、予想収穫量は約 674 万㌧と推計している。農水省の基本指針に同予測を当てはめれば、来年

6月末の民間在庫量は今年の 197 万㌧より 7 万㌧少ない約 190 万㌧となり、同社は「在庫はさらに

縮減し、需給均衡水準が見込まれる」と分析している。 

 

米穀データバンクの 7月末収穫予想 

同社の収穫予測は、7 月末までの気象データを独自の作況推計プログラムに投入して作況指数・収

穫量を推計したもの。8 月 1 日以降、収穫期までの天候が平年並みに推移した場合の予測値だ。今

後の天候によっては上振れ・下振れの余地があり、確定的なものではないことを付記している。平成 5 年

産から毎年この時期に実施しており、今年で 31 年目となる。 

 

7 月末現在でみた農業地域別の作柄は、

▷「やや良」＝北海道104、東北102▷「平

年並み」＝関東・北陸・東海・近畿・四国

101、中国 100▷「やや不良」＝九州 98、

沖縄 96――と予想。同社によれば、田植え

以降、高温・多照などでおおむね天候に恵ま

れた地域がある一方、全国ベースで平年作に

とどまったのは、6～7 月の日照不足などの影

響で一部に生育の遅れや、大雨・台風などに

よる影響が見込まれるためだ。 

 

都道府県別では、作況 102～105 の「やや良」が 14 都道県、99～101 の「平年並み」が 28 府

県、95～98 の「やや不良」が 5 県となった。北日本では、全 7 道県のうち秋田を除く 6 道県が「やや

良」。ただし北海道・宮城の 104 が最高指数で、「良」（106 以上）はなかった。また九州と沖縄では

全 8県中 5県が「やや不良」で、不作見込みは九州以南に限られる形となった。 

 

6～7 月の大雨で発生した浸水・冠水被害は、今回の予想には直接反映されていない。また今月以

降も高温や台風発生などの天候不順が続いており、同社は「高温障害、病害虫発生、台風の動向など

が収量・品質に与える影響には留意が必要」と特記している。 



 

主食用米等の作付面積は、需要に見合っ

た生産の取組状況や各県などに対する聞き取

りの結果を踏まえ、前年実績比 5000 ㌶減の

124 万 6000 ㌶（政府備蓄米・加工用米・

新規需要米など非主食用の戦略作物は除外）

と推計している。 

 

農水省が基本指針で示した今年 6 月末の

民間在庫量 197 万㌧に今回の収穫予測

674 万㌧（前年比約 4 万㌧増、基本指針

比約 5 万㌧増）を加え、年間需要見込みの

681 万㌧（5 年 7 月／来年 6 月）を差し

引くと、来年 6 月末の在庫量は約 190 万㌧

となる。一定の在庫縮減が進む半面、米価の

値戻しがさらに進む可能性が高く、同社は「業

務用向けなどでの使用（盛り付け減や他食材

への切り替え）なども懸念され、消化進度の

確認が必要」と注意を促している。 

 

なお農水省の作柄調査では、基準ふるい目

幅を都道府県別（1.80～1.90 ㍉）に設定

して作況指数を算出。同社の作況予測

（1.70㍉ベース＝農水省の収穫量調査と同

じ）とは基準が異なる。農水省による 8 月 15

日現在の調査では全国 46 都道府県の 5 段

階作柄文字情報（「やや良」「平年並み」「や

や不良」など）と早期米作況指数が今月下旬

に公表されるが、全国作況指数は 10 月上旬

公表の 9月 25日現在が最初となる。 


